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要介護高齢者における認知症と臼需生活動作との関連
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これら、坪井 (1996)、横井ら (2003)、松山 (2005)の報告においては、いずれも調査対象者に対して、


































1 お年はいくつですか? (2年までの誤差は正解) o 1 
年 o 1 
今日は何年の何月何日ですか?何曜日ですか? 月 o 1 
2 
(年月日、曜自が正解でそれぞれ1点ずつ) 日 o 1 
曜日 o 1 
3 
私たちがいまいるところはどこですか? (自発的にでれば2点、 5秒おいて家で o 1 2 
すか?病院ですか?施設ですか?のなかから正しい選択をすればl点)
これから う3つ ってみてください。あとでまた聞きますのでよく覚




1 a)桜 b)猫 c) 2 : a)梅 b)犬 c)自動車
o 1 
100から?を!被番に51いてください。
(93) o 1 
5 (100… 7は?、それからまた?を引くと?と質問する。最初の答え
腕) o 1 
が不正解の場合、打ち切る。)
私がこれから う数字を逆からいってください。
2叩8“6 o 1 
6 (6 -8 2、3 5-2 9を逆に ってもらう。 3桁逆唱に失
9叩2-5-3 o 1 
敗したら、打ち切る)
先ほど覚えてもらった言葉をもう ってみてください。




b:O 1 2 
a)植物 b)動物 c)乗り物































区 分 点数 介助者 手出し 手助けの程度
完全自立 7 不要 不要 自立
修正自立 6 不要 不要 時間がかかる、装具や自助具が必要、投薬し
ている、安全性の配慮が必要
監視または準備 5 必要 不要 監視、準備、指示、促しが必要
最小介助 4 必要 必要 75%以上自分で行う
中等度介助 3 必要 必要 50%以上、 75%未満自分で行う
最大介助 2 必要 必要 25%以上、 50%未満自分で行う
全介助 I 必要 必要 25%未満しか自分で行わない
※装兵や自助具の装着は「準備jに含まれる。
表3 認知項自の採点基準
E豆 分 点数 介助者 手出し 手助けの程度
完全自 7 不要 不要 自立
修正自 6 不要 不要 時間がかかる、補助具が必要、安全性の配蔭
が必要
監視または待機 5 必要 不要 監視、指示、促しが必要、 90%より多く自分
的介助 で行う(介助は10%未満)
最小介助 4 必要 必要 75%以上、 90%未満自分で行う
中等度介助 3 必要 必要 50%以上、 75%未満自分で行う
最大介助 2 必要 必要 25%以上、 50%未満自分で行う
全介助 必要 必要 25%未満しか自分で、行わない









区 分 認知症 非認知症 t検定結果
FIM項目 平均・標準舗差 平均・標準偏差 t1i直有意差
セルフケア 食事 5.62 1. 70 7.00 0.00 2.35 * 
整容 3.71 1.64 6.78 0.63 5.26 *** 
清拭(入浴) 2.33 1. 52 4.78 1.47 3.93 *** 
更衣(上半身) 3.86 1.83 6.56 0.96 4.04 *** 
更衣(下半身) 3.00 2.16 5.56 1. 64 3.07 * 
トイレ動作 3.19 2.13 6.00 1. 70 3.39 * 
排j世コント 排尿コントロール 3.24 2.35 6.00 1.83 3.38 * 
ロール 排便コントロ jレ 3.81 1. 97 6.11 1.85 2.89 * 
移乗 ベッド、椅子 4.43 2.15 6.22 1. 23 2.26 * 
トイレ 3.95 1. 96 5.89 1. 66 2.50 * 
浴槽、シャワー 2.81 1.37 4.22 1.03 2.69 * 
移動 歩行、車椅子 4.24 2.25 4.89 0.88 0.81 ns 
階段 2.05 1. 50 1. 56 0.69 0.91 ns 
コミュニ 理解 4.14 1. 08 6.22 0.92 4.87 *** 
ケーション 表出 3.33 1.32 6.11 1.29 5.14 *** 
社会的認知 社会的交流 3.33 1. 58 6.56 0.96 5.48 *** 
問題解決 2.38 1. 21 5.89 1.20 7.04 *** 
記憶 2.19 0.85 5. 78 1. 55 7.56 *** 










表5 認知症の童話E別の FIMにおける ADしの填話別自立度
区 分 自 立 度
FIM項目 認知症群 非認知症群
セルフケア 食事 47.6% 100.0% 
整容 14.3% 88.9% 
清拭(入浴) 。 44.4% 
更衣(上半身) 14.3% 88.9% 
更衣(下半身) 14.3% 88.9% 
トイレ動作 14.3% 77.8% 
排討をコントロール 排尿コントロール 28.6% 88.9% 
排便コントロール 28.6% 88.9% 
移乗 ベッド、椅子 33.3% 88.9% 
トイレ 19.0% 77.8% 
浴槽、シャワー 。 。
移動 歩行、 33.3% 22.2% 
階段 4.8% 。
コミュニケーション 理解 4.8% 88.9% 
表出 4.8% 77.8% 
社会的認知 社会的交流 9.5% 88.9% 
問題解決 。 77.8% 

















坪井 (1996)の報告によれば、 FIMにおいて認知症の重症度と ADLとが爵連を示したのは「トイレ動
作JI排尿コントロールJI排便コントロールJI理解JI表出JI社会的交流JI問題解決JI記憶jの8項















報告者 調査対象の認知症高齢者の状態 FIMにおいて認知 の 度
運動面 認知商 認知症の重症度を とADLとが関連を した項目
判別した検査
坪弁 明確な運動機能詰寄がない 認知症 HDふR:Hasegawa 「トイレ動作JI排尿コントロー
(1996) もの(一部運動機能樟害が (軽~重度) Dementia jレJI~ド便コントロールJ I理
あるものを含む) Scale司Revised 解JI表出JI社会的交流JI問
題解決JI記需Jの8項目
横井ら 明確な運動機能障害がない 認知症 N式精神機能検査 「歩行、車椅 移動JI階段移
(2003) もので、歩行が自立してい (軽~重度) 動J以外の16項目
るもの
松山 明確な運動機能障害がない 認知症 MMSE:Mini 「食事JI歩行、車椅子移動JI暗
(2005) もので、鹿位はとれるが歩 (中~震度) Mental State 段移動」以外の15項呂
行が自立していないもの Examination 
松山 明確な運動機能障害がない 認知症 HDS-R: Hasegawa f歩行、 椅子移動JI階段移
(今回) もので、座位はとれるが歩 (軽~震度) Dem巴ntia 動」以外の16項白
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